
技
術
で
勝
ち
抜
く
｜
。
泉
州
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り

　
大
阪
府
南
部
に
広
が
る
泉
州
地
域
。
紡
績
関
連
企
業
を
数
多
く
擁
す
る
こ
の
地
域

は
安
価
な
海
外
製
品
と
の
競
争
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
今
、
地
域

の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
は
従
来
の
技
術
を
連
携
に
よ
っ
て
昇
華
さ
せ
、
新
た
な
高

付
加
価
値
製
品
を
生
み
出
し
て
市
場
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
意
気
込
み
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
地
域
産
業
の
復
興
は
全
国
的
な
課
題
。
泉
州
地
域
の
取
り
組
み
も
注
目
を
集

め
そ
う
だ
。

泉
大
津
会
議
所

阪
南
市
商
工
会

和
泉
市
＆
和
泉
会
議
所

▼

▲

繊
維
の
こ
と
何
で
も
聞
い
て
地
域
の
技
術
力
示
す
都
内
開
催
の
展
示
会
盛
況

「
阪
南
コ
ッ
ト
ン
」
を
Ｐ
Ｒ

新たな産業振興拠点構築目指す

大阪

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月１９日 水曜日 　　

和
泉
市
と
和
泉
会
議
所
は
旧

Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
を
区
分
所
有
し
、
産
業

振
興
の
拠
点
と
す
る

　
和
泉
市
と
和
泉
商
工
会
議

所

大
阪
府
和
泉
市

は
工

業
団
地
「
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ

和
泉
」
に
あ
る
科
学
技
術
振

興
機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

の
旧

「
Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
大
阪
」
を
区
分
所
有

し
、

年
４
月
か
ら
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え

た
新
た
な
産
業
振
興
拠
点
を

構
築
す
る
。
和
泉
市
は

年

間
、
当
初
機
能
を
維
持
す
る

条
件
で
Ｊ
Ｓ
Ｔ
か
ら
施
設
の

約

％
を
無
償
譲
受
。
区
分

所
有
の
残
り

％
は
一
般
競

争
入
札
が
行
わ
れ
、
商
工
会

議
所
が
落
札
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
大
阪
は

年
の
開

設
。
３
階
建
て
で
延
べ
床
面

積
約
２
６
９
０
平
方

。

室
の
試
験
研
究
室
を
備
え
、

地
域
の
産
学
官
交
流
や
研
究

成
果
育
成
な
ど
の
拠
点
と
し

て
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し

か
し

年
の
行
政
刷
新
会
議

事
業
仕
分
け
で
廃
止
が
決

定
。

年
３
月
に
業
務
を
終

え
て
い
た
。

　
来
年
４
月
か
ら
施
設
の
１

階
を
両
者
で
分
割
し
、
２
階

を
商
工
会
議
所
が
、
３
階
を

市
が
そ
れ
ぞ
れ
使
う
。
商
工

会
議
所
の
全
面
移
転
に
伴

い
、
市
と
商
工
会
議
所
が
商

工
会
議
所
内
に
設
け
て
い
る

「
和
泉
市
も
の
づ
く
り
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
も
同
施
設

に
移
る
。

　
和
泉
市
は

年
３
月
末
に

大
阪
府
が
新
規
起
業

者
支
援
の
た
め
に
開

設
し
て
い
た
プ
ラ
ザ

隣
接
の
「
大
阪
府
い

ず
み
テ
ク
ノ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
も
譲

り
受
け
る
。
市
は
２

施
設
を
合
わ
せ
て

「
和
泉
市
産
業
振
興

プ
ラ
ザ
」
と
改
称
。

商
工
会
議
所
と
市
で

産
業
振
興
の
拠
点
化

を
進
め
る
。

東
京
都
港
区
で
開
い
た
「
大

阪
・
泉
州
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
展
」
の
会
場

月

日

　
泉
大
津
商
工
会
議
所

大

阪
府
泉
大
津
市

が
事
務
局

を
務
め
る
大
阪
繊
維
産
地
活

性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

月

、

の
２
日
間
、
東
京
都

港
区
の
ス
タ
ジ
ア
ム
プ
レ
イ

ス
青
山
で
「
大
阪
・
泉
州
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
展
」

を
開
い
た
。
同
商
工
会
議
所

が
大
阪
府
の
補
助
金
を
得
て

南
大
阪
地
域
全
体
に
声
を
か

け
、
繊
維
の
ト
ッ
プ
技
術
を

一
堂
に
集
め
た
。
タ
イ
ト
ル

の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
は

「
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
受

け
付
け
る
」
と
言
う
意
気
込

み
を
込
め
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
の
２
０
１
０

年
工
業
統
計
表
の
製
造
出
荷

額
で
大
阪
産
地
の
全
国
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
製
品
は
毛
布
を
始

め
、
純
紡
毛
糸
、
横
編
み
ニ

ッ
ト
生
地
、
刺
繍
製
品
、
医

療
用
ガ
ー
ゼ
・
包
帯
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。
展
示
会
に
は
泉
大

津
市
の
ほ
か
堺
市
、
岸
和
田

市
、
泉
佐
野
市
、
阪
南
市
な

ど
か
ら

企
業
・
団
体
が

ブ
ー
ス
を
構
え
た
。

　
来
場
は
２
日
間
で
８
６
０

人
。
１
０
０
０
人
の
目
標
に

は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

手
応
え
を
つ
か
ん
だ
。
泉
大

津
商
工
会
議
所
は
展
示
会
終

了
後
、
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

泉
大
津
市

に
「
も
の
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を

開
設
。
今
回
の
展
示
会
で
地

域
同
士
の
結
び
つ
き
も
強
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
拠

点
に
繊
維
産
業
の
活
性
化
に

取
り
組
む
。

　
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
は
デ

ザ
イ
ン
、
製
品
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
詳
し
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
が
常
駐
す
る
。
「
わ
れ
わ

れ
に
は
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
。
国
内
で
安
心
・
安
全

な
製
品
が
作
れ
る
」
と
泉
大

津
商
工
会
議
所
の
下
柳
博
専

務
理
事
。
今
回
の
展
示
会
を

検
証
し
、

年
度
の
開
催
準

備
を
進
め
る
。

　
阪
南
市
商
工
会

大
阪
府

阪
南
市

は
綿
の
復
活
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
名
付
け

て
「
阪
南
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
。
江
戸
時
代
に
地

域
で
盛
ん
だ
っ
た
綿
栽
培
を

再
興
し
、
素
材
、
製
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
新
た
な
地
場

産
業
を
創
出
す
る
の
が
狙
い

だ
。
今
春
、
約
１
０
０
０
平

方

の
休
耕
田
に
種
を
蒔

き
、
職
員
で
栽
培
。

月
に

１
０
０

を
収
穫
し
た
。

　
栽
培
は
商
工
会
会
員
で

「
阪
南
ブ
ラ
ン
ド
十
四
匠
」

認
証
企
業
の
大
正
紡
績
に
指

導
を
受
け
た
。
同
社
は
東
日

本
大
震
災
の
津
波
で
塩
害
を

受
け
た
田
畑
で
綿
を
栽
培

し
、
製
品
製
造
を
通
じ
て
雇

用
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
紡

績
、
ア
パ
レ
ル
企
業
の
取
り

組
み
「
東
北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
。
こ
れ

を
受
け
、
阪
南
市
商
工
会
で

も
国
産
綿
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　
阪
南
コ
ッ
ト
ン
は
無
農

薬
、
天
然
肥
料
で
栽
培
す

る
。
さ
ら
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
一
般
的
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
よ
り
高
い
付
加

価
値
を
つ
け
る
。
製
品
開
発

は
阪
南
ブ
ラ

ン
ド
十
四
匠

企
業
を
中
心

に
取
り
組

み
、
ベ
ビ
ー
用
品
や
介
護
用

品
市
場
へ
の
投
入
を
目
指

す
。
現
状
は
収
穫
量
が
少
な

い
た
め
、
将
来
は
農
業
従
事

者
の
協
力
も
得
た
い
と
い

う
。
「
３
カ
年
程
度
で
阪
南

コ
ッ
ト
ン
が
は
っ
き
り
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
進
め
た
い
」

と
阪
南
市
商
工
会
の
出
口
尚

暢
専
務
理
事
は
意
気
込
む
。


